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参加説明書 

令和７年９月 17日付で手続き開始の公告した「Ｒ７沖縄建設産業グローバル化支援業務委託」に係る企画提案

書の特定等については、関係法令、条例、規則及び要領に定めるもののほか、この参加説明書によるも のとする。 

 

１ 業務概要 

(1) 業 務 名 Ｒ７沖縄建設産業グローバル化支援業務委託 

(2) 履行場所 沖縄県内 

(3) 業務の目的 

本業務は、沖縄建設産業グローバル化推進事業における沖縄県の島しょ性・亜熱帯性などの地域特性に対応し

た沖縄の建設技術等を海外に販売・展開する県内建設関連企業等を支援するためのものである。 

(4) 業務内容 

本業務は、県内建設産業のニーズ等調査及び有識者からなる委員会の運営補助を実施した上で、県内建設産

業に必要な外国人人材の育成・確保に向けた推進方策の検討を行うものである。 

本業務において、技術提案を求める特定テーマは以下に示す事項とする。 

(ｱ) テーマ１：具体的な調査項目及び調査方法等について 

(ｲ) テーマ２：企画提案時点で考えられる推進方策について 

(5) 履行期間 契約締結日の翌日から令和８年３月 20日まで 

(6) 業務量の目安 8,052,000円以下 
(7) 成果品 

成果品は以下のとおりとする。 

本業務仕様書「７.成果物」に示すとおりとする。 

(8) 業務の実施形態 

本業務における再委託ついては、本業務仕様書「９.再委託」に示すとおりとする。 

２ 企画提案書の特定に関する事項 

(1) 専門的能力等の評価基準 

本業務の専門的能力等に関する評価項目、評価基準及び得点配分は次のとおりとする。なお、予定担当者が、

業務実績、業務成績、表彰の評価対象期間に、産前休業、産後休業、育児休業、介護休業を取得していた場合は、

その取得期間と同等の期間を評価対象期間の以前に加えることができる。 

ア 予定担当者の経験及び能力 

評価 

項目 

評価の着目点 配点 

 判断基準 
業務管理 

責任者 
担当者 

予
定
担
当
者
の
経
験
及
び
能
力 

専
門
的
能
力 

業
業
務
執
行
能
力 

(別記様式－６の２)(別記様式－６の３) 

過去 10年間の同種又は類似業務等の実績を下記の順位で評価する。 

①平成 27 年度以降から公告日までに完了した同種業務の実績があ

る。 

②平成 27 年度以降から公告日までに完了した類似業務の実績があ

る。 

ただし、再委託による業務及び照査技術者として従事した業務は除

く。また、職務上従事した立場は管理技術者又は担当 技術者とする。 

③上記に該当しない場合は特定しない。 

記載する業務は１件とし、図面、写真等を引用する場合も含め、１

件につき１枚以内に記載する。なお、2 件以上提出した場合は、③の

評価とする。 

 
 
 
 
①５.０ 

②２.５ 
③選定しない 

 
 
 
 
①５.０ 

②２.５ 
③０.０ 

  



2  

小計 満点の点数 
５.０ ５.０ 

１０.０ 

注)担当技術者については、主たる業務を担当する者１名を評価する。 

注)評定点の評価方法については、手引きを確認すること。  

イ 実施方針 

評価項目 

 
評価の着目点 配点 

 
判断基準 書面・ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

実施方針・ 実施

フロー・ 工程表

その他 

(別記様式-12) 

業務理解度 目的、条件、内容の理解度が高い場合に優位に評価する。 
１０.０ 

実施手順 業務実施手順を示す実施フロー、業務量の把握状況を示す

工程計画の妥当性の妥当性が高い場合に優位に評価する。 １０.０ 

小計 ２０.０  

ウ 特定テーマ 

評価項目 
 評価の着目点 配点 

 判断基準 書面・ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

特定テーマ 

に関する企 

画提案 

(別記様式-13) 

全
体 

特定テー 

マ間の整 

合性 

相互に関連する複数の評価テーマ間の整合性が高い場合は

優位に評価し、矛盾がある等整合性が著しく悪い場合は評価し

ない。 
１０.０ 

特
定
テ
□
マ
１ 

的確性 

・ 

実現性 

着眼点、問題点、解決方法等が適切かつ論理的に整理されて

おり、本業務を遂行するにあたって有効性が高い場合に優位に

評価する。 
３０.０ 

特
定
テ
□
マ
２ 

的確性 

・ 

実現性 

着眼点、問題点、解決方法等が適切かつ論理的に整理されて

おり、本業務を遂行するにあたって有効性が高い 場合に優位に

評価する。 
３０.０ 

小計 ７０.０ 

アからウの合計(満点) １００.０  

エ 参考見積もりに関する確認 

評価項目 
 評価の着目点 配点 

 判断基準 評価のｳｪｰﾄ 

参考 

見積もり 

業務コスト

の妥当性 

・業務規模と大きく乖離がある場合は非特定 
－ 

 

３ 参加説明書等に対する質問及び回答 

参加表明書等を提出しようとする者は、参加表明書及び企画提案書について、書面により質問をすることがで

きる。ただし、提出資格が無いと判断する者からの質問は受け付けない。 

(1) 問い合わせ先 

〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎一丁目２番２号 11階 

沖縄県土木建築部土木総務課 企画班 

電話番号 098-866-2384 
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(2) 提出期間、提出方法、及び場所 

ア期 間 

令和７年９月 17日(水)から令和７年 10 月１日(水)まで 

イ 受付時間 土曜日、日曜日、祝日を除く、午前９時から正午、午後１時から午後４時 

ウ 場 所 上記(1)による。 

エ 提出方法 書面(様式自由)を持参することにより提出すること。郵送又は電送(メ－ルやファクシミリ)に

よるものは受け付けない。 

(3) 回答の方法 

ア期 間 

質問受理後２日以内 

イ 場 所 インターネットにより閲覧する。 

【沖縄県ホームページ】 

https://www.pref.okinawa.jp/shigoto/nyusatsukeiyaku/1015342/1025068/1032418/1036412.html 


